少 し 言 葉 を 震わしながら 言 いかえしました。 

僕 はもう 駄目 だと 思う と 急に 頭の 中に 血が 流れ こん 

まっか 

で 来て 顔が 真 赤に なった ようでした。 すると 誰だった 

かそ こに 立って いた 一 人が いきなり 僕の ポッケ ットに 

手 を さし 込もうと しました。 僕 は 一 生 懸命に そうは さ 

せまいと しました けれども、 多勢に 無勢で 迚も 叶い ま 

せん。 僕の ポッケ ットの 中から は、 見る見る マ ー ブル 

球 (今の ビ— 球の ことです) や 鉛の メンコ などと 一 緖 

に 二 つの 絵 具の かたまりが 摑み 出されて しまいました。 

「それ 見ろ」 といわん ばかりの 顔 をして 子供達 は 憎ら 

しそうに 僕の 顔 を 睨みつ けました。 僕の 体 は ひとり 



がよくな つて 今まであった こと は 忘れて しまって、 少 

あわ すべ 

し 恥し そうに 笑い かえしながら、 慌てて 膝の 上から、 u 

リ 落ちそう にな つ ていた 葡萄の 房 をつ まみ 上げました 

が、 すぐ 悲しい こと を 思い出して 笑い も 何も 引 込んで 

しまいました。 

「そんなに 悲しい 顔 をし ないでも よろしい。 もう みん 

な は 帰って しまいました から、 あなた はお 帰りなさい 

そして 明日 は どんな ことがあつ て も 学校に 来なければ 

いけませんよ。 あなたの 顔 を 見ない と 私 は 悲しく 思 

さっと 

いますよ。 屹度です よご 

そういつ て 先生 は 僕の カバンの 中に そっと 葡萄の 房 
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